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2016～17年度 国際ロータリー会長

ジョン・ジャーム 氏

2016年～2017年度　国際ロータリーのテーマ

ネクストロータリー 土浦ブランド  ～ 土浦ロータリークラブの伝統を次代に… ～
2016～17年度 土浦ロータリークラブ　第59期　クラブテーマ

ヨシキリ　霞ヶ浦周囲には、オオヨシキリとコヨシキリの二種類が生息
しており、どちらもヒタキ科ウグイス亜科に属しています。市内で多く
みられるのは、オオヨシキリで、口の内側は赤っぽく、昆虫やクモを食
べています。ヨシの先端でさえずる声や姿は活気にあふれ土浦にふさわ
しことから、昭和60年11月、市の鳥に定められました。 

沼尻墨僊　江戸時代終わり頃の土浦の学者です。傘のように折たためる
「傘式地球儀」という地球儀を作ったり、天体観測の道具を作ったりし
ました。また、中城町の琴平神社の境内に寺子屋を開くなど、とても熱
心な教育者でした。

制作：土浦市子ども会育成連合会
協力：土浦市・土浦市教育委員会

●点　鐘 会　長　　　　　　　　

●ロータリーソング 奉仕の理想

●ビジター紹介 親睦活動委員会

●幹事報告・委員会報告

●会　食

●会員卓話「体験的ヨーロッパ・アジア事情」 原田　博夫会員

●結婚記念祝・入会記念祝 親睦活動委員会

●にこにこBOX S.A.A

●出席報告 出席委員会

●点　鐘 会　長

●ロータリーソング それでこそロータリー

11月はロータリー財団月間です。



前 週 の 例 会 報 告

卓話「土浦郷土かるたと子供会」 土浦市子ども会育成連合会
　　　　会長　中井川  功 様

皆様こんにちは、「土浦市子ども会育成連合会」の会長をしており
ます中井川です。
この度小倉会長さんから「土浦ロータリークラブ」の週報に「土浦
郷土かるた」を掲載しているので、かるたについて話して頂けないか
とお話がありましたので、快く引き受けることにしました。
本日「土浦郷土かるたと子ども会」と題して土浦ロータリーの皆様
の前でお話が出来る事を大変光栄に思っています。
郷土かるたにつきましては「土浦市子ども会育成会連合会」この後
は市子連と呼ばせてもらいます。郷土かるたは市子連が作成にあたりましたので、市子連について少しお話しし
たいと思います。市子連の前身は昭和22年に「土浦こども愛護協会」として発足し、その後昭和53年に現在の
「土浦子ども会育成会連合会」という名称に変更されました。飛びまして昭和62年発足40周年には記念誌を発行
しております。又加盟団体は137団体会員数17,126人に成りました。ちなみに現在の市子連の加盟数は175団体
会員数は15,137人で団体数は増えていますが少子化により子ども数が減少しております。
市子連の年間行事の主なものは5月に総会を行い、8月はドッヂボール中央大会と一泊二日のリーダー講習会を

行っています。リーダー講習会につきましては子ども達が各町内の子ども会の集まりの中でリーダーとして活躍
できる様に色々教えています。又10月には市子連最大のイベントである「土浦子どもまつり」を開催し親子
3,000人以上が参加して盛大に行われます。そして11月には「土浦郷土かるた」史跡めぐりを12月には子ども図
画、作文、習字展を開催、来年2月には「土浦郷土かるた」中央大会を開催する予定です。又市子連の予算は市よ
り補助金、約230万円と子ども達からの会費約140万円合計370万円で運営しております。

さて「土浦郷土かるた」でございますが、「郷土かるた」そのものは日本国内に1,700種以上あるといわれて
います。そして市制施行60周年を記念して「土浦郷土かるた」を製作しようと云うことに成り「記念事業委員
会」立ち上げ製作に取り掛かったわけです。平成12年3月にひたちなか市を訪問し「那珂湊郷土かるた」の視察
を行い、それを参考にして製作に取り掛かりました。製作の目的は「近年土浦の街を知らない子ども達が増えて
いる」又、郷土土浦の歴史、文化、産業等を後世に伝えると共に、子ども達の教育、文化の向上を図るというも
のです。
募集については、市内17の小学校にお願いして「よみ札」と「絵札」を作成してもらい内容については土浦の
自然、歴史、文化及び史跡、神社、仏閣、人物等を盛り込んでもらいました。平成12年10月上旬まで募集した結
果、2,203店の応募があり、一次審査で225点に絞り込み二次審査でさらに78点に絞り込み、最終的に当時の市
長の助川市長さんにも参加していただき、46点となりました。出来上がったかるたを使い平成14年2月24日に第
1回目の「土浦郷土かるた」中央大会を乙戸にあります「青年の家」で開催しました。各小学校より選ばれた32
組（２人一組）の参加がありました。第１回目の開催にしては大変盛り上がったのを記憶しております。
その後、毎年かるた中央大会を開催し昨年度も40組が参加して実施しております。来年の2月5日㈰には武道館
開催が決定しております。又中央大会ですが、子ども達は真剣そのもので付き添いの保護者の皆様も息をこらし
て見守っている姿は大変美しく見えます。又各小学校の対抗戦の様にもなっていますので、各小学校の校長先生
もここ数年多くなり、昨年度は10数人早朝よりお見えになって自分の学校の生徒を応援しておりました。土浦
ケーブルテレビも入っておりますので、より気合が入るわけです。又後日土浦市の「マイシティ土浦」で放送し
ております。青少年の家より、武道館に開催場所を移したのは、参加チームが年々増えて手狭になった為です。
平成18年には新治村との合併があり新治地区に関する郷土かるたを6点追加することにしました。これにより
「よみ札」として一部重複することとなりましたが重複による混乱はありませんでした。現在札数は52枚で開催
されております。
「土浦郷土かるた」にある場所など知らない子ども達が多いことから平成23年より11月に「土浦郷土かるた
史跡めぐり」と題して開催し今年で4回目が11月6日㈰に行われました。親子で40名の皆様が参加してください
ました。



2016-17年度　12月のプログラム予定　　疾病予防と治療月間
  1日 会長挨拶、新会員卓話　高島一徳 会員、「ロータリーの友」紹介、誕生祝、理事会⑹、年次総会
  8日 前期事業報告、結婚記念祝、入会記念祝、クラブ協議会⑶ 
15日 ☆夜例会　社会奉仕委員会卓話「認知症について」　三輪谷博史 会員
22日 前期事業報告　理事・役員・委員長
29日 休　会      

幹事報告
審議事項
１．例会開始時間変更（移動例会）承認の件　　　次のとおり承認された。
・12月第3例会（12月15日）　　例会開始時間　18:00に変更
　※例会後、忘年会を開催する為

２．茨城県更生保護協会賛助金　承認の件
例年通り、1万円を支出することが承認された。予算計上済み。また、更生保護協会へ例会の卓話講師派遣
を依頼することが提案された。

３．12月例会プログラム承認の件　　　下記の内容の通り、承認された。
４．その他
・ミリオンダラーミールを12月第2例会（12月8日）に実施することが承認された。

協議事項
１．地区委員推薦の件
　本年度地区委員の会員を軸に推薦する。また、入会歴の浅い会員の推薦も検討する。

２．その他
・ロータリー財団が来年100周年を迎えるにあたり、土浦クラブでも事業の開催等を検討することが提案さ   
　れた。

第4回　理事会　平成28年11月17日㈭　11：30～　於：ローブ
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かすみがうらマラソン　日本第二の湖「霞ヶ浦」を舞台に1991年より

開催され、1994年には盲人マラソン大会も加わり、全国各地から数多

くの市民ランナーが参加しています。この大会は「蘇れ、霞ヶ浦、水は

スポーツの源」「体験する福祉・ノーマライゼーションの実践」をメイ

ンテーマに掲げ、霞ヶ浦の水質浄化、福祉活動にも取り組んでいます。

小町の里　北と東西を筑波山麓に囲まれた小野地区は、平安時代の歌

人、絶世の美女と歌われた小野小町の墓が残る小町伝説の里である。言

い伝えによると京より東北に旅する途中、清滝観音に詣でた折、疫病に

倒れこの地の小野源兵衛宅で親切に介護をうけたがついに亡くなったと

いう。源兵衛によって建てられた五輪塔が小町の墓と伝えられている。

皆様こんにちは、「土浦市子ども会育成連合会」の会長をしており
ます中井川です。
この度小倉会長さんから「土浦ロータリークラブ」の週報に「土浦

郷土かるた」を掲載しているので、かるたについて話して頂けないか
とお話がありましたので、快く引き受けることにしました。
本日「土浦郷土かるたと子ども会」と題して土浦ロータリーの皆様

の前でお話が出来る事を大変光栄に思っています。
郷土かるたにつきましては「土浦市子ども会育成会連合会」この後

は市子連と呼ばせてもらいます。郷土かるたは市子連が作成にあたりましたので、市子連について少しお話しし
たいと思います。市子連の前身は昭和22年に「土浦こども愛護協会」として発足し、その後昭和53年に現在の
「土浦子ども会育成会連合会」という名称に変更されました。飛びまして昭和62年発足40周年には記念誌を発行
しております。又加盟団体は137団体会員数17,126人に成りました。ちなみに現在の市子連の加盟数は175団体
会員数は15,137人で団体数は増えていますが少子化により子ども数が減少しております。
市子連の年間行事の主なものは5月に総会を行い、8月はドッヂボール中央大会と一泊二日のリーダー講習会を
行っています。リーダー講習会につきましては子ども達が各町内の子ども会の集まりの中でリーダーとして活躍
できる様に色々教えています。又10月には市子連最大のイベントである「土浦子どもまつり」を開催し親子
3,000人以上が参加して盛大に行われます。そして11月には「土浦郷土かるた」史跡めぐりを12月には子ども図
画、作文、習字展を開催、来年2月には「土浦郷土かるた」中央大会を開催する予定です。又市子連の予算は市よ
り補助金、約230万円と子ども達からの会費約140万円合計370万円で運営しております。

さて「土浦郷土かるた」でございますが、「郷土かるた」そのものは日本国内に1,700種以上あるといわれて
います。そして市制施行60周年を記念して「土浦郷土かるた」を製作しようと云うことに成り「記念事業委員
会」立ち上げ製作に取り掛かったわけです。平成12年3月にひたちなか市を訪問し「那珂湊郷土かるた」の視察
を行い、それを参考にして製作に取り掛かりました。製作の目的は「近年土浦の街を知らない子ども達が増えて
いる」又、郷土土浦の歴史、文化、産業等を後世に伝えると共に、子ども達の教育、文化の向上を図るというも
のです。
募集については、市内17の小学校にお願いして「よみ札」と「絵札」を作成してもらい内容については土浦の

自然、歴史、文化及び史跡、神社、仏閣、人物等を盛り込んでもらいました。平成12年10月上旬まで募集した結
果、2,203店の応募があり、一次審査で225点に絞り込み二次審査でさらに78点に絞り込み、最終的に当時の市
長の助川市長さんにも参加していただき、46点となりました。出来上がったかるたを使い平成14年2月24日に第
1回目の「土浦郷土かるた」中央大会を乙戸にあります「青年の家」で開催しました。各小学校より選ばれた32
組（２人一組）の参加がありました。第１回目の開催にしては大変盛り上がったのを記憶しております。
その後、毎年かるた中央大会を開催し昨年度も40組が参加して実施しております。来年の2月5日㈰には武道館
開催が決定しております。又中央大会ですが、子ども達は真剣そのもので付き添いの保護者の皆様も息をこらし
て見守っている姿は大変美しく見えます。又各小学校の対抗戦の様にもなっていますので、各小学校の校長先生
もここ数年多くなり、昨年度は10数人早朝よりお見えになって自分の学校の生徒を応援しておりました。土浦
ケーブルテレビも入っておりますので、より気合が入るわけです。又後日土浦市の「マイシティ土浦」で放送し
ております。青少年の家より、武道館に開催場所を移したのは、参加チームが年々増えて手狭になった為です。
平成18年には新治村との合併があり新治地区に関する郷土かるたを6点追加することにしました。これにより

「よみ札」として一部重複することとなりましたが重複による混乱はありませんでした。現在札数は52枚で開催
されております。
「土浦郷土かるた」にある場所など知らない子ども達が多いことから平成23年より11月に「土浦郷土かるた

史跡めぐり」と題して開催し今年で4回目が11月6日㈰に行われました。親子で40名の皆様が参加してください
ました。

ちなみに新治地区のかるた6点は
ふ　ふるさとのかおりただよう小町の里　　　さ　山王様古式豊かなやぶさめの祭り
て　伝統を受け継ぐまつりからかさ万灯　　　に　にいはりの歴史がいっぱい武者塚古墳
た　田宮ばやし楽しくおどっておはらいだ　　ほ　法雲寺六百七十年の歴史あり

以上が新治地区のかるたです。

土浦地区のも少し紹介してみたいと思います。
つ　つちうらの大空にひびくヨシキリの声　　き　亀城公園遊ぶ子どもと鳩のむれ
の　のんびりと歩いてみよう蔵の町　　　　　た　たくましく風車が回る水郷公園
よ　ヨットたち帆柱休める土浦港　　　　　　か　貝塚はまちの歴史だ上高津
そ　そらいっぱい土浦花火は日本一　　　　　と　堂々と後庭彩る真鍋の桜
ん　湖畔を風きる霞ヶ浦マラソン

以上、土浦地区のかるた9点を紹介してみました。その他にも参考になるものがたくさんあります。
ちなみに役札と言うものがありまして、それは「土浦」の「つ」の字にしておりまして同点になった時は
「つ」を取っている方が勝ちとなります。以上「土浦郷土かるた」についての話はこの辺で終わります。

最後に私達市子連はこれからも子ども達の「健全育成」とこれからの土浦を担う子ども達の「限りない可能
性」を引き出す為にいろいろな事業に取り組んで参りますので、皆様のご協力よろしくお願い致します。
また、土浦ロータリークラブの発展と皆様方のご健勝と益々のご活躍をご祈念申し上げます。本日はありがと
うございました。



格調高く、和やかに　  S.A.A

忘年会のお知らせ
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◇小倉会長～土浦市子ども会育成連合会会長中井川さ
ん、本日卓話ありがとうございます。
○竹内幹事～中井川さん、卓話ありがとうございました。
◎飯山君～前回例会を欠席しました。Ｒ財団月間です。
寄附金宜しくお願いします。
◎小原君～市民健康フォーラム無事終了しました。
ご参加ありがとうございました。
◎菊池君～昨日で補佐としての6分区の公式訪問が終わ
りました。11月あとは分区ゴルフです。ご協力よろ
しくお願いいたします。
○沼田君～元土浦市議会議員中井川功さん、卓話あり
がとうございました。
○山村君～リハビリテーション工事起工日です。
◇金澤君～お休みして申し訳ございません。
※鶴田君～日曜日の楜澤さんのつくば予報は大当たりで
した。アメリカではトランプのマジックが効いた様
ですが、つくばでは楜澤さんのマジックが効いたの
でしょうか？
◎結婚記念祝～河合君、小網君、鈴木（實）君、竹内君
◎入会記念祝～坂本君、中島君、
◎誕生祝～飯山　伊美子様

12月 1日 会長挨拶、新会員卓話　高島一徳会員、
  「ロータリーの友」紹介、
  誕生祝、理事会⑹

 8日 前期事業報告、結婚・入会記念祝、
クラブ協議会⑶

会　員 欠　席 出　席 免除・欠席 出席率
59名 22名 37名 3名 66.07％

メークアップメークアップ

菊池・鈴木（亮） (11/16　つくばシティRC　公式訪問)
廣瀬（昭） （11/17　阿見RC)
小倉・岩瀬・小原・河合・竹内・竹中・平島・沼田
（11/17　第2回指名委員会）

にこにこBOXにこにこBOX

出 席 報 告出 席 報 告

例 会 予 告例 会 予 告

第5回　光がつくる“Art”
水郷桜イルミネーション点灯式

日 時 平成28年12月15日㈭（移動例会）
例会終了後に引き続き
　　（19時前後～）

場 所 L'AUBE kasumigaura
  土浦市川口2-11-31
  ℡ 029-875-8888
会 費 3,000円

2016年11月19日㈯　17：00～
於：霞ヶ浦総合公園オランダ型風車前広場

　土浦RC社会奉仕委員会は、夕刻及び夜間の足元照
明役立つ用、昨年に引き続きイルミネーション点灯
ゾーン駐車場近隣に「園路灯」を５基贈呈しました。
　当日は、小倉会長より一般見学者多数が見守る会
場で中川 清土浦市長に目録を贈呈いたしました。　
参加者：小倉、竹内、安藤、岩瀬、金澤、佐藤、沼田、
　　　　平島

駐車場付近 園路灯




